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 気象庁の 1926年からの震源データを用いて，太平洋沿岸で発生しやＭ≧6.0，ｈ≦120ｋｍの地震

の発生状況を調べた。第１図に示す震央分布を見ると，十勝沖ーエトロフ沖（Ａ－Ｂ）と三陸沖ー

茨城沖（Ｅ－Ｆ）の地震は沿岸線と平行に分布しているのに対して，三陸はるか沖から浦河沖（Ｃ

－Ｄ）にかけての地震は沿岸線と直行に近い分布をしているので，３つの領域を設定した。 

 第２図は，領域毎の地震の積算回数と放出エネルギー曲線（左）と地震の時空間分布である。地

震活動は 1950 年頃までは東北地方の沿岸で高かったが，その後は北海道沿岸で活発になっている。

また，最近の２～３年は太平洋沿岸全域で地震活動が低くなっていることがわかる。  

 相次ぐ地震の発生時間間隔を調べて，これまでで最も長い間地震が発生しなかった期間（最長発

生間隔）の長さと，最新の地震から≦日現在までの期間（無地震間隔）の長さを比較した（第１表）。

えりも岬より北（Ａ－Ｂ）と三陸沖より南（Ｅ－Ｆ）の領域では，6.0≦Ｍ＜7.0の地震は，これまで

の最長発生間隔に匹敵するほど長い間発生していない。したがって，これらの領域では，Ｍ６クラ

スの地震の発生が近いのではないかと思われる。 

－3－ 



表１ 地震発生時間間隔の比較 

Table.1 Time interval between successive earthquakes 

 

 
 

第１図 震央分布と太平洋沿岸の領域区分 

 Fig. 1 Epicenter distribution of earthquakes from JMA catalog. Earthquakes in three 

         regions, A-B, C-D, and E-F, are treated in Figure 2 and Table 1. 
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第２図 左：積算地震回数（細線）と放出エネルギー（太線）右：地震の時空間分布 

Fig. 2  Left: cumulative number of earthquakes (thin) and released seismic energy (bold curve).  

Right: space - time plot. 
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